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WARP
・国内サイトを対象とした
ウェブアーカイブ

・2002年に開始

・2010年から公的機関
サイトを網羅的に収集

http://warp.da.ndl.go.jp/
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http://warp.da.ndl.go.jp/


ファイルをひとまとめにして保存➄

サイトをまるごと収集

www.ndl.go.jp
/abc.html

www.ndl.go.jp
/xyz.html

リンク先のページでも同じように
ファイル複製、リンク解析

➂

abc.ndl.go.jp

hoge.hoge.ndl.go.jphoge.ndl.go.jpwww.ndl.go.jp
/def.html

指定した範囲の全てのファイルを
複製するまで繰り返す

➃

起点URLにあるファイルを複製

起点URL
www.ndl.go.jp

➀

➁ リンクを解析してページ遷移
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クローラによる収集



経済産業省（2016年4月1日）
http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9968513/www.meti.go.jp/
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http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9968513/www.meti.go.jp/


気象庁（2016年10月1日）
http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/10202790/www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/hibiten/
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http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/10202790/www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/hibiten/


国立環境研究所（2016年10月5日）
http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/10202005/db.cger.nies.go.jp/DL/10.17595/20160901.001.html.ja
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http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/10202005/db.cger.nies.go.jp/DL/10.17595/20160901.001.html.ja


区分 根
拠 対象 サイト数 収集頻度 容量

公的機関 法
律

国の機関

5,400

月1回

910
テラバイト

地方自治体
年4回独立行政法人

国公立大学

民間 契
約

公益法人、学協会、私立大学、第
三セクター、インフラ、業界団体、文
化施設、政党、イベント、震災など

4,600 年1～4回

集めているウェブサイト

9
2017年2月現在



月ごとの収集容量
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TB

2010年4月
法律に基づく
収集開始



種類ごとの収集容量
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保存した１万サイトの可視化
http://warp.da.ndl.go.jp/contents/reccommend/collection/bubble.html

収集容量
TB

2016年11月現在

http://warp.da.ndl.go.jp/contents/reccommend/collection/bubble.html


・ネット公開には発信者の許諾が必要

（かなりの）オープンアーカイブ
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・許諾を得て85％をネット公開
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2. 引用における活用



ウェブコンテンツはどのくらい消えていくのか
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国の機関サイトの残存率調査
http://warp.da.ndl.go.jp/contents/reccommend/collection/linkrot.html

http://current.ndl.go.jp/e1757

URLの残存率 内容の残存率

http://warp.da.ndl.go.jp/contents/reccommend/collection/linkrot.html
http://current.ndl.go.jp/e1757


引用文献におけるリンク切れ/内容変化
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Zittrain, Jonathan. et al. Perma: Scoping and Addressing the Problem of Link and Reference Rot in 
Legal Citations. Legal Information Management. 2014, vol.14, no.2, p. 88-99, 
http://dx.doi.org/10.1017/S1472669614000255
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リンク先、引用でのウェブアーカイブ活用

英語版ウィキペディアの外部リンクのうち、リンク切れになったもの
をWayback Machine（IA）へのリンクに切り替える試み

学術論文の引用文献におけるリンク切れを、複数のウェブアーカ
イブを使って技術的に解決するプロジェクト

学術出版物の著者、編集者が自らウェブコンテンツのスナップ
ショットを指定・保存し、永続的アクセスを保証するサービス

引用文献のリンク切れ/内容変化を防ぐため、引用者自らウェブ
コンテンツを指定・保存し、永続的アクセスを保証するサービス

中央省庁や自治体のサイトで古いページを消す際に、サイト管
理者自らがWARPにリンクしてアクセスを保証する動き

古いページは
WARPへリンク
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perma.cc
ハーバード大学が開発し米国の約
120の法律関係図書館が参加

・DOIは引用規則”Bluebook”に記
載がなく法律分野では牽引力ない
・多様な発信者が存在するウェブコン
テンツへのDOI付与は現実的でない
・IAやWebCiteは単独民間セクター
で継続性の保証がない

サービス構築の理由

（ Zittrain. op. cit.）

https://perma.cc/

https://perma.cc/
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perma.cc

https://perma.cc/

https://perma.cc/
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3. DOIとの接点？



考え方 活用例

ウェブアーカイブ ・「アクセスをいつまでも」 ・リンク切れの代替リンク先
・引用文献

DOI ・「アクセスをいつまでも」 ・引用文献

ウェブアーカイブとDOIの類似点
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考え方 対象 主体

ウェブアーカイブ ・時間軸でコンテンツを固定化
・アーカイブURLは永続的 ・ウェブ全体 アーカイブ機関

DOI ・コンテンツは消さない
・URLの変更をリゾルブ

・学術論文
・刊行物
・研究データ

コンテンツ発信者

ウェブアーカイブとDOIの相違点

21
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接点 -その1-

・DOIコンテンツは公開され続けるのが原則ですが、公開が取り
下げられる場合も・・・ランディングページから先のアクセス保証？

cf. 「DOI登録後にデータ提供者が公開を取り下げた場合でも、DOIのランディング
ページは維持してメタデータの公開を継続し、アクセスが保証されるようにする。」

（研究データへのDOI登録ガイドライン - 3.3.2 DOI 登録後にデータの公開を
やめる場合）
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接点 -その2-

・アーカイブに対する考え方？
（特に第三者コンテンツ）

cf. 「DOI名のプレフィックスの中でオブジェクトを一意に識別する責任は登録者と
その登録機関にあります。」
（DOI Handbook - 2.1 番号の割り当て）
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接点 -その3-

・アクセス保証も視野に入れた、URLの引用ガイドライン？
（オリジナルURL、DOI、アーカイブURL、並列、補完…）

cf. 「電子媒体の文献は、内容が改変されてもそれがいつ行われたか把握しがたいし、
時間経過とともにアクセスした場所から消失することも起こる。そのことは十分認
識しておかねばならないが（中略）実際に参照したそのものを書くのがよい…」
（SIST02 - 参照文献の書き方 解説）
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